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持続可能な農林水産業構築のための海外研修支援 
 International training for construction of sustainable agriculture 

中井 裕 

東北大学大学院農学研究科 

代表者 
日本学術振興会・研究者海外派遣基金 
組織的な若手研究者等海外派遣プログラム 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高い専門性と現場で活躍できる実践力を持ち 
国際的に連携できる次世代の若手育成が不可欠 

持続可能な農林水産業の構築が急務 
✔ 食料問題、水資源の不足、貧困問題、伝染病が加速的に深刻化 

✔ 開発途上国の農村地域でダメージが甚大 

✔ 食料生産基盤に対するダメージは人類の問題 

✔ 専門性の高い特定領域での知識・研究を深める 

✔ 個々の地域の特性を｢理解する｣  ｢問題を抽出する｣ ｢行動する｣ 

✔ 様々な専門性と連携できる 

✔ 食、健康、環境、経済を幅広く包含する学問領域 

✔ 地域の文化・環境・社会と調和した技術開発 

✔ 農学の専門連携による包括的取り組み 

農学領域による対処・解決 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専門性＆実践力を持った国際的な次世代の若手育成のために．．． 

個人型 グループ型 

＜研究・技術・交流＞ ＜フィールド・適用・融合＞ 

　異なる研究分野の若手を 
グループで派遣。異分野融合
を進める複眼的な視点を養う。 

　特定分野で先進的な研究を
進める大学・研究所等におい
て学び、交流する。 

成果発表 
ディスカッション 
ワークショップ・シンポジウム開催 
大学・社会への成果の還元 
派遣国へのフィードバック 

二つの派遣型 

持続的社会を牽引する専門性 持続的社会を担う実践力 

融合 

情報の共有・融合 
フィードバック 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計画概要 

融合 

派遣者 
(ポスドク，大学院生，学部生) 

海外研究機関 
個人型 

海外フィールド 
グループ型 

評価 

持続的社会のための先端研究 

選考 

専門性＆実践力を持った 
国際的な人材 

✔ 履歴書・小論文・面接による 
✔ 持続可能な社会への熱意重視 

✔ 博士・ポスドクは業績考慮 
✔ 英検、TOEIC、TOEFL等参考 

異分野複数人数グループ派遣 

東北大学農学研究科 
ポスドク、大学院生、学部生 

専門性強化 

実学の視点 

7/12 



10.5.10 

3 

5 

中国 南皮農業生態研究所 

グループ型派遣 

インドネシア ガジャマダ大学 

モンゴル農業大学 

草地生態学的解析 

水質汚染 沙漠化  貧困  黄砂  食料  疾病 

草地劣化程度の把握GIS 

草地植生・土壌・水質改善 

安定的食肉生産 

社会システム 

過放牧 

持続的草地利用社会 

塩類集積土壌 

塩害程度の把握GIS  栽培技術 

耐塩性品種  土壌回復技術 

持続的栽培システム 

畜産学  植物生態学 

社会技術学 微生物学 

水環境学  農業経済学 

土壌学  作物学 栄養学 

東北大学 
農学研究科 

農村の劣化 

農村調査 

新品種導入 

自然エネルギー 養鶏技術 

人獣感染症 

持続的農村システム 

共通キーワード：社会システム、環境、土壌、植物、家畜、人獣感染症 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など 

モンゴル国立大学 

ウランバートル 

ウランバートルから西へ95km 
フスタイ国立公園 

フスタイ国立公園 

過放牧 

水質汚染 

沙漠化 貧困 

黄砂 

食料 

疾病 

持続的草地利用社会 

草地劣化程度の把握GIS 

草地植生・土壌・水質改善 

安定的食肉生産 

社会システム 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北京より南に200 km 河北省滄州市南皮県 

滄州市 

塩類集積土壌 

塩害程度の把握GIS 

栽培技術 

耐塩性品種 

土壌回復技術 

持続的栽培システム 

　中国科学院　遺伝・生物学研究所農業資源研究センター  

北京 

インドネシア　ガジャマダ大学 

インドネシア　ジョグジャカルタにある歴史ある総合大学


農村の劣化 

新品種導入 

自然エネルギー 

養鶏技術 

人獣感染症 

持続的農村システム 

水産資源の量的把握 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1大学間学術交流協定、2農学研究科学術交流協
定、3海外フィールドネットワーク学術協定 

スウェーデン農科大学2,3 
植物生理、森林生態学 

北欧における低環境負荷社会 

エジンバラ大学　SAC(UK) 
家畜飼養技術 

セントイストヴァン大学2,3 
作物栽培・土壌 

個人型派遣 

共通キーワード：社会システム、環境、土壌、植物、家畜、人獣感染症 

ジョージタウン大学 
社会システム 

ペンシルバニア州立大学1 
環境工学 

米国疫病予防管理センター 
人獣感染症 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スケジュール 

H22  H23  H24 

若手研究者　５人 
大学院生　　８人 
学部生　　　１人 

若手研究者　７人 
大学院生　　５人 
学部生　　　１人 

若手研究者　７人 
大学院生　　６人 
学部生　　　１人 

総計４１人 

個人５人，グループ９人  個人５人，グループ８人  個人５人，グループ９人 

発展 問題整理 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個人研究 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北

大
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交流 
・ 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・ 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・ 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・ 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人材育成の効果 

学部生  若手研究者 大学院生 

✔ 現場の問題を自らの研究にフィードバック可能 

✔ 専門知識の向上、国際的・学際的な研究評価可能 

✔ 海外研究機関とのコネクション形成 

✔ 異分野研究者と情報交換・連携 

✔ 社会と関連づけて研究を主体的に発信可能 

JICA、NGO、企業  国内外のアカデミックポジション 

派遣プログラム 

農学・環境分野の国際的な専門家・研究者 

高い専門性と現場で活躍できる実践力を持ち 
国際的に連携できる次世代リーダー 

国際機関等の研究員 進学、留学  国内外公務員 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✔本研究科をハブとした国際交流プラットフォームの構築 

✔若手ボトムアップ型の留学生支援体制の形成 

✔JICAやNGO等と協調した国際共同研究の推進 

✔持続的社会に向けて各分野の融合的な連携 

世界における持続可能な農林水産業確立に向けて 

本事業の効果・将来構想 

12 
持続可能な農林水産業構築の 

ための農学の追求 
持続可能な農林水産業構築の 

ための農学の確立 
研究発展 

成長 

持続可能な連携 

　　　　　　　現在 
若手人材(次世代リーダー)による国際連携 

20年後 
新世代リーダーによる国際連携 

東北大学農学研究科 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